
-

改革改善
の考え方

①問題
点

当地域の実状に即した地域生活支援事業の個別給付（移動支援、地活、日中一時、訪問入浴）を行っているところで
あるが、年々増加傾向にあるサービス給付量の検証が必要。

②改革
提案

年々増加傾向にある障害児（特に発達障害児）の日中の一時預かりのサービスの利用について、計画相談専門員、
サービス提供事業所、その家族とのケア会議等通じて検討したが、家庭環境（独り親世帯）等により必要なサービス量
（財源）を確保。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

障害者が各々の障害の程度に応じた自立を目指し、自分らしく、いきいきとした生活ができるよう支援ができた。

総事業費①+② 86,191 84,137 84,137 89,369

1,400

臨時職員所要時間 350

一般財源 51,129 32,051 59,410 42,122

人件費計（千円）② 5,383 0

正規職員所要時間

起債

その他

19,786 34,724 16,485 31,498

県支出金 9,893 17,362 8,242 15,749

事業費計（千円）① 80,808 84,137 84,137 89,369 （国）地域生活支援事業補助金16,485千円（１
／２）
（県）地域生活支援事業補助金8,242千円（１／
４）

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

障害者の自立した日常生活や社会生活を営む為の独自の支援サービス
　（１）移動支援事業
　（２）訪問入浴事業
　（３）地域活動支援センター事業
　（４）日中一時支援事業

（１）実受給者数
（２）実受給者数
（３）実受給者数
（４）実受給者数

（１） 　174人
（２）　　７人
（３）　　132人
（４）　　41人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

障害者の自立した日常生活や社会生活を営む為の独自の支援サービス
１　移動支援事業（屋外での移動が困難な障害者に外出の支援を行う）
２　訪問入浴事業（重度の障害者の自宅を訪問し浴槽を提供して行われるサービス）
３　地域活動支援センター事業（在宅の障害者が通所により創作的活動や生産活動を通して社会との交流を図るサービス）
４　日中一時支援事業（重度の障害者の日中活動の場を確保し家族の一時的な休息を目的とするサービス）

成果
指標

地域生活支援給付を受けて日常生活を送っている障害
児者数／65才以下の在宅の障害児者数　（％）

10.9 27.7 17.2 13

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

安心して地域で日常生活が送れている割合

６５歳未満の在宅で各手帳保持者
数（人）

1276
意図（どういう状態
にするか）

地域で暮らす障害者がその有する能力を生かし、地域の
特性や利用者の状況にあったサービスを利用することに
より自立した日常生活や社会生活を営む事ができるよう
にする

目
的

対象（誰・何を） 在宅での支援サービスを希望している障害児者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 34 障害者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 福祉課 H27係等名 障害福祉係 H26係等名 障害福祉係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 18 終了
事務事業名 地域生活支援給付事業

会計 一般会計
10 37

事業種別 政策

3 施策№ 34 事業№


